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鉄鋼流通における品質管理の徹底について
経 済 産 業 省 か ら の 要 言青

経済産業省製造産業局鉄鋼課・石川正樹課長より全鉄 |

連林会長宛に要請文が届いています。このところのメー |

カーにおける品質管理上の問題が多発 していることから |
流通に対 しても注意を喚起する意味で発せ られたもので

|

す。内容は以下のとお りですので、会員のみなさまにお |
かれては品質管理について、一層の注意 を払ってくださ |

るようお願い します。                  |
言己                     |

近時、鉄鋼メーカーにおいて、」 IS認証の取消に至 |

ったものを含め、品質管理に関する問題が、多数発生 し |
てお ります。その結果、鋼材の品質に対するユーザー業 |

界や国民一般の信頼が損なわれていることは誠に遺憾で
|

あ り、経済産業省は (社 )日 本鉄鋼連盟に対 し、品質管 |

理体制の強化に全力で取 り組むよう要請 しているところ |

です。                       |
鉄鋼流通業界におかれては、従来か ら品質管理の徹底

|

コンプライアンスの遵守等に取 り組んでこられていると
|

ころですが、上記の事情に鑑み、ユーザー業界等の信頼 |

を維持する観点からも、改めて万全の対応を行 って頂 く |

ことが必要であ ります。このため、貴団体傘下の各企業 |

に対 し、検査証明書の管理を含めた品質管理、コンプラ |

イア ンスの遵守に関 し万全を期すよう御指導方お願いい
|

た します。                  |

セ下フティネッ卜保証

力月間指定延長、7月 1日 から3

経済産業省・中小企業庁は、中小企業のセーフティネ
ット保証制度の特定業種について、鉄鋼シャー・スリッ
ト業、建設用金属製品製造業 (鉄骨製造業)鉄鋼ip売業
などを 7月 1日 から 9月 30日 まで 3カ 月間、指定延長 し
た。昨年 H月 に改正建築基準法の影響で建築需要が減退
し、建築関連の中小企業の業況が悪化 したことからセー

フティネット保証制度を拡大、鉄鋼卸売業などを追加 し

た。現状、建築市場が再び後退局面に入 りつつあ り、業

界での与信管理 も重要性を増 していることから、鋼材流

通などでの金融措置が必要 と判断、延長が決まった。建

築関連の中小企業に対 しては、セーフティネッ ト保証の

ほか、特別相談窓国も設置されている。昨年 10月 から本
年 6月 20日 までの間に、相談件数が 1万 7048件 、融資・

保証の承諾額は2898億 6500万 円であった。直近の 6月 16

日から21日 の 4日 間の相談件数は 460件で、年度末の3

月24日 から28日 の4日 間ではH41件 で、それよ りは減少
しているが、中小企業の景況感悪化がこれによっても現
れている。

(平成20年 6月 1日

～ 6月 31日 )加盟団体報告
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△北海道鋼友会 (今井國雄会長)

5月 29日 (本 )本年度最初の担当者部会を札幌市内
「札幌アステンホテル」で開催 した。全道各地の営業担

当者が参集 し、意見や情報交換を活発に行った。今井会

長は「市況変動には驚いている。経験にないゾーンに突

入 している。今年に入ってもスクラップ高騰に伴い電炉

製品の値上がりが顕著である。道内景況は、経済指標に

よると平成 13年 11月以来、 6年半ぶ りに弱含み推移
へ下方修正。全国最低の水準で生産活動が伸び悩み個人

消費も冷え込んでいる。有効求人倍率の悪化や地方の建

材・金物店を含め建設業関連の任1産が悪化するなど厳 し

い環境が続いている」との認識を述べ「やはり、丁寧に

慎重な商売を進めていく必要がある。安値受注を回i壁 し

刻々と変わる状況をに沿った対応を心掛け、与信管理を

徹底 して自社を守 り、在庫対応に気を配 り、品質管理を

含めた信用信頼を得ていくことが肝要である」と挨拶 じ
ていた。この後、道内の景況説明のほか、地区別概要報
告やフリー トーキングを繰 り広げた。

肌で感じたベトナム鉄鋼事情
△新潟県鉄鋼販売業連合会(今井幹文会長)

5月 10日 (土 )～ 14日 (水 )の行程でベ トナム鉄
鋼事情視察研修を実施 した。 14名 が参加 し、現地の丸

棒・薄板加工工場などを訪間した。視察先は「ビナキョ
ウエイスチール」「SMCス チール」の丸棒加工・薄板

切断工場、冷延ミルの「PHU MY FLAT ST
EEL」 など。一行はこの研修で日系鉄鋼企業をはじめ
とする取 り組み努力やベ トナム人の気質が日本人と似て
いること、労働力の質が高い点などに感′心していた。そ
の一方で、市場経済への移行過程において価格統制が残
る特異性や足元が揺らぐ米国経済との密接な関係から経
済成長が減速気味にある現状についても肌で感 じ取って
いた。

△東北鉄鋼販売業連合会(齋藤芳郎会長)

6月 13日 (金 )平成 20年度第 1回例会を開催。冒

頭の挨拶で齋藤会長は「荷動き悪化を強 く感 じる。価格
を上げきれないが、原料事情でメーカーは値上げ しなけ
ればならず、流通にとって厳 しい夏になる。与信問題や
先行きの需要減退の不安が高まっているなか、販売数量
が少なくなれば安値売 りが危惧される。マーケッ トは我
々の共有財産であることを改めて申し上げたい」と不安
要因山積のなか、1真重な販売姿勢が重要であることを述
べていた。また、当日は講演会 も併催され、首藤照雄・

住友商事東北社長が「企業メンタルヘルスとリスクマネ
ジメント」と題する講演を行った。
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想定外の値上げに困惑

△千葉県鉄友会(椎名俊治会長)

6月 13日 (金 )千葉市内「プラザ菜の花」で平成 2

0年度定時総会を開催 した。 19年度の事業・会計報告

を承認 した後、懇談会に移 り出席者がそれぞれ見解を述

べた。「年初からのとてつもない値上が りに困惑 してい

る。本国は屈託のない意見を述べてほ しい」と椎名会長

が話の口火を切っての懇談会ではつぎのような話が聞か

れた。「 5月 は想像を絶するぐらいの悪さだった。地元

の鉄工所 も冴えない」 「すべての企業で設備投資を控え

ようとする動きがある」「値上げはあるが、在庫は減 ら

していきたい」「価格が上昇 したので売上は過去最高に

なった」など地区や自社の状況を述べていた。

講師例会に 20名が出席

△川口鉄鋼会(鈴木康之会長)

6月 14日 (土 )15日 (日 )の 1泊 2日 で同会の講

師例会が開催された。会場は水上温泉の川国市保養施設

「マグノリア山荘」である。講演は「売上債権保証サー

ビスについて」と題 し、イー・ギャランティー欄の担当

者 2名 が講師を務めた。売掛金に対 しての保険をかける

ことで与信 リスクを軽減するというものである。与信不

安が顕在化するなか、出席 した会員は熱心に聴講 し、質

問 していた。当日の出席者は 20名 だった。

関連会議報告

鉄 鋼 言辱1:達三糸名■壬≧

6月 25日 (本 )

会場 鉄鋼会館 2F会議室

出席 松漱1・ 芳澤 (経済省 )林・木下 (愛知)西村・山

岸・佐藤 (東京)阪上 (大阪)齋藤 (東北)今井

(新潟)南 (石川)井上 (神奈川 )

*会議に先立ち新常任理事 として南昭武氏 (石川・金太

)山岸邦幸氏 (東鉄連・東邦シャー リング)佐藤元政氏

(東鉄連・佐藤鉄鋼)以上 3氏 の紹介があった。

●全鉄連調べによる 3地区12品種 18サ イズの平均市況は

126,400円前月比 +3,700円、前年同月比 +38,900円 。

鉄鋼課より国土交通省が設置 した「工事請負契約書第 2

5条第 5項 (単品スライ ド条項)の相談窓回の設置など

について」とする資料の説明があった。

常任理事会
●6月 6日 開催された富山総会について、出席者は会員

123名 、メーカー・商社32名 、業界紙 5名 、同伴者 10名

事務局 2名 、計 172名 との報告などが事務局よりあ り、

これを了承 した。

●鉄鋼営業中堅社員III修 講座 (本年度で 5回 目)を H月
21日 (金)浦安鉄鋼会館で実施することになった。

●全鉄連の新会員名簿を発刊 し、合わせて賛助広告を募
:る ことにな り、広告掲載依頼書 を発送 した との報告があ

|っ た。

|● 流通4団体 ホームページにバナー広告 を募 ることにな

|っ た。

|●平成 21年度総会 は来年6月 5日 (金 )岐阜市で開催
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することになった。

合である。

ホス ト団体は岐阜県鋼材販売協同組

一界

第 401回 鉄流懇概要

景況感悪化、信用不
●東鉄連からの概況報告 (山岸・佐藤 )

△鉄筋…スクラップが依然 として高い。ほとんど商売が

できていない状態である。メーカーからの供給は少ない

が需要 も少ないので、需給は保たれている。信用不安 も

ある。

△平鋼…悪 くなっているという感覚である。今回の値上

げをそのままスライ ドして上げることが難 しく感 じられ

る。スクラップ輸出を規制 して もらわないと電炉はます

ます困窮するだろう。

△形鋼 lll況 … 5月 は前月比で入庫微増、出庫減少、在庫

増加。 4月 より5月 、 5月 より6月 と、悪 くなっている

気がする。仮需の反動は 6月 に入 っても続いている。

△H形鋼…商社在庫が相当減少 し、物件をメーカーに繋

いでいたのをつなげず、自社在庫で対応 している。メー

カー引受は前月の半分 というところもあ り、厳 しい。

△一般形鋼…供給は相変わ らず厳 しい。チャンネルの引

受ゼロという話 も聞いている。

△ C形鋼…販売がおもわ しくなかったので、在庫が増加

した。需要減が供給減 を勝る展開となっている。

△コラム…相変わらず タイ ト。建築需要が減 っている。

△薄板概況…仮需 というより需要がない。自動車、建機

の輸出向けはいいが、建材が非常に悪い。在庫にタイ ト

感があるが、需要がないので精彩を欠 く展開である。

△冷延…仮需一服で在庫 タイ ト。先行 き不安である。大

きな意味での構造変化を感 じている。厚いサイズが入っ

て来ない。

△表面処理… 5月 の期待は空振 りだった。小□対応に終

始 している。需要関連では限 られた業界のみが動いてい

るだけで、空調、サッシは良 くないも与信については必

要以上の注意 を払 っていく。

△厚板耳付 き、切板母 1/1・ …5月 部会調査では販売減少、

在庫増加だった。 5月 連体明けから仕事がない。輸入材
の入着は少ない。ポスコー、CSCか らはほとんど入 っ

て来ない。韓国の岸壁にある滞留材が入荷 して くる。需

要は産業機械、建設機械の北米向けが落ちている。鉱山

関係の大型 シャベル、ダンプはいい。すべての建機 メー

カーで好調 というわけではない。部分的な陰 りが見えて

いる。

△中板・ホッ トコイル… 5月 連体明けか ら開散 としてい

たが、 6月 になって店売 りが多少良 くなっている。原料

値上げが暫定的なので、再値上げがあ りそ う。

△縞板…仮需の反動からか、 4月 以降、新規の物件、切

板の動 きが落ち込み、売上げ減である。なんとか転嫁は

できているが、先行き不安である。

△鋼管概況… 5月 販売は前年比-5%で あった。シーム

レス需要は世界的に高水準である。熔協は売れ行 きが落
ちている。

△高炉品―シームレスの動きは良 くないがく利益は期待
できる。ただ、国内はユーザー向けが多いので与信不安
が心配である。ガス管は自と黒では状況を異に している

高炉ガス管は玉自体入って来ない。
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△熔協… STKは 5月 以降、全 く動いていない。需要は

前年比ではいいように見えるが、前年が非常に悪かった

ので、その分を割 り引いて見ておかねばならない。 4～

6月 より7～ 9月 に物件が出て くると言われているが、

具体的な話は聞こえて来ない。

中小建築落ち込みヽ製造業にも陰り
●OSAか らの概況報告 (阪上 )

6月 に入っても引き合い、成約は低調。前年比では 1

0%ぐ らいの減少であろう。市場は先行手配により、鉄

筋は加工業者に、形鋼は末端流通に、積みました在庫が

滞留 している。その消化には時間が掛か りそうだ。前回

のような値上げに伴 う仮需はたい してなさそう。メーカ

ー出荷増加の感触はない。だが、在庫は微増で推移する

と思 う。中小建設向けは誰が見ても減少 しているという

だろう。大型案件はあると言われているが、ゼネコンは

価格変動で折 り合いがつかな くなっている。肌感覚 とし

て製造業 も少 し落ちてきているではないか。 2極 化現象

がさらに拡大 している。悪い方がさらに悪 くなって拡大

している。

中小建設業者の例産頻発
●東北からの概況報告 (齋藤 )

宮城・岩手内陸地震についてはお見舞いをいただき感

謝 している。揺れのわ りには仙台では被害が少なかった

商売の方は 4月 、 5月 と月を追 って悪 くなっている。中

小建設業者の倒産が頻発 している。公共案件の入札 もば

ちばち出てきた。一向に減 らない在庫に苦慮 している。

先々の玉確保を憂慮
●神奈川からの概況報告 (井上 )

先物物件は成約に至っていない。倉出しはホームセン

ターのほうがいいくらいだ。中板は動かず、厚板の逼迫

感は持続 している。重電、小型建設機械、橋梁は横ばい

で、問題はその材料確保である。Mグ レー ド中心に 5月

から耐震工事が入っている。耐震化は神奈川県が トップ

である。シヤ業者のなかでも2極化が進んでいる。価格

転嫁が思うようにいかない。

大型案件はあるがヽ地元に恩恵なし
●新潟からの概況報告 (今井 )

全体 としてかな り需要が落ち込んでいる。 7月 からの

メーカー値上げにはかな り抵抗感が出ている。新潟市、

長岡市では駅の周辺再開発、柏崎原発の工事などが始め

られているが、地場ゼネコンにはほとんどお呼びがかか

らず、地元には恩恵がない。

続発する大型倒産
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●石川からの概況報告 (南 )

北陸は小さな経済圏である。スーパー・準スーパーゼ

ネコンの活躍でそれな りに需要はあるが、このところ大

きな僣1産が相次いでいる。小松市では自動車関連の仕事

や 5年後の新幹線開通に関連 して駅周辺の再開発なども

ある。

上がった値段は下がらないとの状況認識で
●林会長 (総括 )

全国の報告でもあったが、業況アンケー トの品種別需

給状況を 3月 からみると在庫が増えて需給が緩んできて

お り、これは先行 き不振 ということに尽 きる。利益では

販売店収益動向DIを 2月 から見ると 4年ぶ りの高収益

となっているものの、信用不安の問題 もあ り、先々厳 し

い見方をするところがほとんどである。今後、少 しずつ

落ち込みが予想されるが、 5月 はある程度恵まれた状況

にあったといえる。先進国から資源国への所得移転 とい

う趨勢のなか、海外から調達する原料が高騰 し、国内で

の収益確保が厳 しくなるのはやむを得ないことである。

また、原料に関 しては、先般開催 した全鉄連総会後の講

演で」FEホールディングス欄敷土社長が指摘 されたよ

うに「上がった値段は下がらない」という環境認識に立

ち、我々鉄鋼流通 としては、材料高騰の状況を楽観視す

ることは許されないが、不要なものを買わず、安売 りを

やめ、在庫調整をしながら、自分の範囲内でできること

をやるべきである。
*こ の後、商社・メーカーから発言があった。なお、発

言内容については別紙資料 3-1、 3-2を 参照。

品質管理には万全の注意を
●経済産業省 (石川課長 )

本日の話にもありましたように製造業の需要が好調で

あり、今月末に発表を予定する鋼材の需要見通 しでは、

自動車などでは引き続き高い需要が見込まれているが、

建築は慎重な見方が必要であると考えている。即ち改正

建築基準法の影響が徐々に薄らいできたと見られるが、

3～ 4月 の建築着工統計をみると、市場自体が弱含みに

なってきている様子が窺え、慎重に需要を見極めていく

必要があると考える。鉄鋼メーカーの品質管理問題につ
いては、鉄連を通 じた調査により対象企業 90社中 10
社で問題が判明した。このうち 3社は」ISの取消が行
われ、極めて深刻な事態となっている。流通業界におい

ては昨年来ミルシー トの問題を含めた品質管理の面では

十分に注意を喚起 していただいているが、今回の件で周

囲の目は非常に厳 しくなっている。ミルシー トなどを含
めた品質管理においては、流通関係の団体の方々にも、

今まで以上に十分注意を払っていただくようお願いした

い。

適所、
●小野会長

適時、適量で対処

石川課長からもお話があったように、品質管理の問題

では重大な事態を招いていることで、鉄鋼メーカーとし

てお詫び申し上げる次第である。日本製鋼材の優位性た

る所以は高い品質 と信頼性にあると思っている。こうし

た信頼性 を傷つけて しまい、一から出直す覚悟で皆様の

信頼を回復できるよう取 り組んでいきたい。

また、 14日 に発生 した宮城・岩手内陸地震では、幸
いにも鉄連並びに全鉄連加盟各社で大きな被害はなかっ



たと聞いているが、なかには関係先で被災 されていると

ころや、親戚・知人が被災された方がいるかもしれない

彼災された方々には心からお見舞い中 し上げるとともに

一刻 も早い復興を祈念する。

本日お伺いしたお話で、足元の荷動きが良 くないこと

販売が低調不振であることがわかる。全市中調査の 5月

をみても、H形鋼、棒鋼、鋼管では前年比、前月比 とも

マイナスになっている。一方で 5月 の粗鋼生産 1055万 ト

ン、 4月 の普通鋼鋼材受注をみると建築向けは減少 して

いるが全体では487万 7千 トンとなったお り、内需は製

造業を中心に堅調に推移 しているマ クロ感がみられるよ

うに 2極化現象が非常に鮮明になってきている。係る需

要動向に加えて、鋼材がこれまでと同 じような形で流通

加工 というプロセスを経てい くあ り方が変化 していくと

思われる。こうした環境の変化に対応 した流通、加工の

あ り方について流通の方々と共に考え、ビジネスモデル

を革新 していかねばならないと考えている。また、関連

する経済指標をみると、芳 しくないものも出てきている

こうした状況下、当社の

'1を

挙げれば、不要なものを作

らず、必要なところに、必要なタイ ミングで、必要な数

量を供給する「適所、適時、適量」という取 り組みを積

極的に行っていきたい。とりわけ需給が逼迫 している一

部の品種については生産能率 を上げ、より増産ができる

よう努力を続けていく所存である。先行き不透明感が強

まっているが、個別の需要分野、需要家の動向、各国経

済の動向を冷静に見極めなが ら、きめ細かい販売生産姿

勢をとっていきたい。

会員企業消息 (平成20年 6月 1日 ～ 6月 30日 )

〔所在地,代表者変更など)

○三栄金属帥 (OSA)～ 新代表者に和田康―郎氏が就

任 した。

○横浜鋼業欄 (OSA)～ 新代表者に伊藤誠基が就任 し

た。

○イゲタサ ンライズパイ

福隆氏が就任 した。

○桑原鋼業腕 (OSA)
した。

○興亜産業帥 (東鉄連・京橋)～新代表者に竹中周三氏
が就任した。

会員入退会 (平成20年 6月 1日 ～ 6月 30日 )

プ腑 (OSA)～ 新代表者に永

～新代表者に桑原正尚氏が就任

*該当事項な し

*該当事項なし

入 会 〕

退 会 ]

(了
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全国鉄鋼販売業連合会
6月 24目 締切で、当会役員 1

ましたのでご報告いたします。

仮需の反動か数量大幅減ヘ
5月 16月 17月 18月 19月 110月

DIIDIIDIIDIIDIIDI
▲171 1161  21 ▲331 157: ム561

8 1   15 1   19 1   ▲6 1  ▲47 1  ▲24

需要減退傾向上まらず I問 21貴社営業窓日から見て5月 (今月)の販売量は前月比如何ですか。

l問 31貴社の5月 眈月)の企業収益状況は、如何です力、

I間 41貴社における向う3ヶ月間の需要動向についての予測は如何ですか

I間 51下記主要品種の貴地区市場の需給状況は11何ですか。

業況アンケー ト6月 度結果表        2008718
68名 に対 し、このアンケー トを行つたところ、 112名 (667%)から回答があり、その結果 (太枠内)が 下記の通 りまとまり

*DI算 出方法=(A× 2+B× 1-D× 1-E× 2)■ 回答数 ×100

I問 ll貴社の5月 (先月)の総売上金は、前年同月比べ如何でしたか。
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高水準の収益を維持しつつ先々に不安感
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先行き需要、不透明感強まる
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供給減だが、需要減退で逼迫感多少弱まる
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